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令和７年決算特別委員会 開催状況（経済部産業振興局産業振興課） 

開催年月日 令和７年１１月１２日（水）     

質  問 者 民主・道民連合 広田 まゆみ 委員 

答 弁 者 産業振興局長、苫東・石狩担当課長  

質    問    要    旨 答    弁    要    旨 

二 石狩湾新港地域について 

 

(一) 石狩湾新港地域の土地利用に係る将来ビジョン等 

について 

 (広田委員) 

石狩湾新港地域の土地利用計画は、昭和５１年に策定さ

れ、この後４度の改訂を経て、現在に至っていると承知を

しています。企業局とも決算委員会の中で特に石狩工水に

関し、私としては議論してきたところでありますけれど

も、ある意味で室蘭や苫小牧と異なり、直轄ダム事業の関

係も含めてですね、また当初計画から半分の規模で運営を

するという構造的に大きな課題があると受け止めており

ままして、政策決定をしたのは道でありまして、道及び道

議会も責任が重いと感じてきたところであります。通常の

その運営においても、現在約４０億円の長期借入金があり

企業局としても道と連携して企業誘致を進めて経営改善

を図るということでありましたけれども、石狩湾新港地域

の土地利用の将来ビジョンを伺うとともに、現在、約７７

０の立地なんですけれども、工業用水を契約しているの

は、約３０社と聴きます。この工業用水の将来的な必要性

を道として、どのように認識しているのか伺います。 

 

 

 

 

 

(苫東・石狩担当課長) 

 石狩工水の必要性についてでございますが、石狩湾新港

地域における土地利用計画は、立地環境の変化や産業動向

等を踏まえ、見直しを行ってきており、直近では、企業に

おけるカーボンニュートラルの取組が加速していること

から、これまでの流通地区や工業地区に加え、豊富な再生

可能エネルギーを地域で利用するＲＥゾーンを設け、デー

タセンターなど情報関連産業等の企業誘致を推進するこ

ととし、令和５年３月に改訂したところでございます。 

 厳しい経営状況にある石狩工水の経営改善を図るため

には、企業立地による契約水量の増大が必要であり、デー

タセンターをはじめ、水需要が期待されるＧＸ関連産業も

含め、企業誘致に取り組んでいるところであり、道としま

しては、地域の産業活動に必要不可欠な工業用水を安定し

て供給し続けていくことは、企業の立地にとって極めて重

要と認識しているところでございます。 

(二)石狩工水の耐震化に係る財源について 

(広田委員) 

 調べますとこの耐震診断は令和元年時点で行っており

まして、道としては、企業局とどのように連携を図り、協

議をしてきたのか伺いたいと思います。 

道としてですね、工業用水の必要性をですね、今後も大

事だと見通しているのであれば、私としては道費からの貸

付などであくまでも工業用水の会計の中で賄っていくの

が筋ではなかったかと考えるが、見解を伺います。 

 

 

(苫東・石狩担当課長) 

 耐震化に係る工事についてでございますが、石狩工水に

つきましては、赤字経営が続き、運転資金や建設改良資金

の不足を一般会計からの長期貸付金で補填している中、今

回の水管橋の耐震化工事は、総事業費が約１０億円と多額

であることから、経済部から企業局に対し、財源確保に向

けたあらゆる対策の検討を要請し、企業局で検討を進めた

ところでございます。 

 その結果、企業局では、当該水管橋が損壊した場合、受

水企業のみならず、広く一般に浸水被害が及ぶ可能性が高

く、緊急的に耐震化を進める必要があるとして、電気事業

会計から繰入を行うこととし、本年第１回定例議会におい

て、予算案及び関係条例の改正案を提案し、議決されたも

のでございます。 

 

(三)石狩工水事業の見推しについて 

(広田委員) 

水管橋は札幌市内の住宅地を４０㎞住宅を横断してお

りまして、豊平川から約４０㎞を運んでいるということ

で、防災の観点から、私も札幌の一市民でもありますので、

維持補修の対応は必要性は認めるところですけれども、基

本的に経済部から企業局に対し財源確保の検討を要請し

たということですけれども、電気事業会計をあてにするこ

と無く取り組むべきでなかったかと私は思います。今後に

向けて、利用企業や、関係自治体とも協議しながら、民間

活力の導入などできる方法も検討しつつ、石狩工水事業に

関して抜本的な見直しが必要ではないかと考えますが、見

解を伺います。 

 

(苫東・石狩担当課長) 

 経営改善に向けた取組についてでございますが、道とし

ましては、石狩工水の経営改善を図るためには、経営の効

率化とともに、当地域への企業立地による契約水量の増大

が重要と認識しております。 

経営効率化に向けましては、企業局では民間のノウハウ

を活用した包括管理委託を実施しているほか、建設部と連

携し、下水道事業との一体的な運営についての検討を進め

ております。また契約水量の増大に向けて、引き続き、冷

涼な気候や首都圏との同時被災リスクの低さに加え、各種

立地支援制度や工水の供給力、豊富な再エネといった地域

の優位性を積極的に発信し企業誘致に努めてまいります。 
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質    問    要    旨 答    弁    要    旨 

(四)石狩工水の契約見込みについて 

(広田委員) 

企業誘致に努めるということなんですけれども、現在、

この石狩湾新港地域の分譲状況について確認しましたら、

７４％が既に埋まっている。残り２６％これを多いと考え

るか少ないと考えるかというのはありますが、今後、これ

が全てが分譲される中で、石狩工水の給水能力、日量１万

２，０００立方メートル１００％の契約が望めると考えて

いるのか、見解を伺います。 

(産業振興局長) 

 石狩工水の契約見込みについてでございますが、企業局

からは、令和４年度末における契約率は５２.４パーセン

トと初めて５割を超え、現時点の契約率は３５.３パーセ

ントに減少しているものの、令和８年度中には以前の契約

水量に戻ると聞いておりまして、契約率が５０パーセント

を超えると期待されるところであり、引き続き、工業用水

を使用する企業の誘致が必要と認識しております。 

 このため、道では、工業用水へのニーズが高いＧＸ関連

産業の立地の動きが活発化している機会を捉え、企業局は

もとより、地元自治体や関係機関とも協力しながら、道外

での立地セミナーの開催や企業の個別訪問などを通じて、 

契約数量の増大に向け、一層の産業集積に取り組んでまい

ります。 

 

【指摘】 

（広田委員） 

 今回の決算審議において、企業局からは仮に１００％の

契約率を達成できれば、石狩工水事業において、道から借

り入れを必要とするという状況から改善すること、また道

としても引き続き、工業用水を重要として工水を必要とす

る企業の誘致に努める旨の答弁があったというふうに受

け止めさせていただきました。 

私として指摘をしたいところですけれども、データセン

ター、バイオマス発電などのＧＸ関連の立地が活性化して

いるときだからこそ、工水を必要とする企業の立地に努め

ることが、脱炭素先行地域に選定された石狩市を含む石狩

湾工業地域の更なる持続可能な発展に繋がるものでなけ

れば、本末転倒となると思うんですね。バイオマス発電で

発生する熱の有効活用や、できれば輸入代替として道産の

バイオマス燃料の活用に繋がるような取組についてもで

すね、企業誘致と併せて道として力を入れていただき、本

当の意味でのＧＸ、グリーンウオッシュなどというような

そしりが間違っても受けないような、真のグリーントラン

スフォーメーションを推進していただけるよう指摘をさ

せていただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


